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研究成果の概要（和文）：　本研究プロジェクトは、高等学校における地理歴史科目の「世界史」に焦点を当て、歴史
教育を活性化させる方策を探ろうとした。その際、とくに東京外国語大学における地域研究の研究・教育実践を生かし
た、新しい「世界史」教育のあり方を探求するするとともに、国際理解教育の観点から、「世界史」と「日本史」を接
続した歴史教育の方法の検討をめざした。研究成果は、セミナーや学会での口頭報告、学会誌等への論文掲載のほか、
最終報告書を作成して公開した。

研究成果の概要（英文）： This research project　focused on "World History" of the subject on "Geography 
and History" in the high school and inestigated how to make history education more active. It resarched 
the way of a new "World History" education, especially making use of a study and educational practices of 
the Area Studies in Tokyo University of Foreign Studies. The project pais attention to the examination of 
the methods of the history education that connected "World History" and "History of Japan" from the view 
point of international understanding. The results of the research were published in the final report, 
other than presentations in seminars and academic meetings, and publlished articles in academic journals.
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、高校における歴史教育、とりわけ「世

界史」教育をめぐる問題は、その多くが大学
に勤務する歴史研究者の問でも大きな関心
を引くようになり、日本西洋史学会(第 57 回
大会シンポジウム IV「歴史教育への現代的ア
プローチー歴史学者、社会科教育学者、実践
家の立場から―」、2007 年)や歴史学研究会
(2009 年度大会特設部会「社会科世界史 60
年」)のように、主要学会の年次大会でも議論
の場が設けられている。また、関連する論文
や記事が歴史学関係の研究誌に掲載される
ことも珍しくなくなった。例えば、『歴史評
論』(No.749、2012 年 9 月)は「いま、歴史
教育は何をめざすのか」と題した特集を組み、
その中で高校における「世界史」教育の問題
を踏まえた、日本学術会議での議論を紹介し
ている一方、『歴史学研究』(No.899,2012 年
11 月)は、「特集新自由主義時代の歴史教育と
歴史意識」で、現代の歴史意識と関連させて、
歴史教育の問題を論じている。 
本研究の研究代表者・分担者が所属する東

京外国語大学と同大学海外事情研究所も、こ
うしたわが国の歴史教育の問題に関心を寄
せ、その改善に取り組んできた。本研究は、
その経験から着想されたものである。これま
での取り組みの概略を紹介しつつ、本研究の
目的を説明することにしたい。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、高等学校における地理

歴史科目としての「世界史」に焦点を当て、
歴史教育を活性化させる方策を探ることに
ある。その際、とくに東京外国語大学にお
ける地域研究の研究・教育実践を生かした、
新しい「世界史」教育のあり方を探求する。
また、国際理解教育の観点から、「世界史」
と「日本史」を接続した歴史教育の方法を
検討する。 
 
３．研究の方法 
 
東京外国語大学は「日本を含む世界諸地域

の言語・文化・社会に関する教育と研究」を
使命とする大学として、日本を含む各国史・
地域史が専門の多数の教員を擁し、国際社会
を理解する基礎の一つとして歴史教育を位
置づけてきた。入学試験においても、2006 年
度の制度改革の折に、分離分割方式の導入を
境に廃止された前期日程本学試験(2 次試験)
での「世界史」を復活させ、しかも必修化し
た。そして、2009 年から本学入試での「世界
史」必修化の主旨の説明を兼ね、海外事情研
究所を中心に、主に高校教員を対象とする
「世界史セミナー歴史学の最前線」を開催し
てきた(2012 年度からは、高大連携事業とし
て社会連携事業室の主催)。幸い、必修化し
た以降の本学の「世界史」入試問題は基本的

な要点を押さえた良問として高校側から高
く評価され、「世界史セミナー」にも毎年全
国から150人前後の現役の高校教員の参加を
得ることができている。 
その一方で、こうした取り組みから見えて

きた、高校・大学における歴史教育の問題点
も少なくない。その打開策を一挙に見出すの
はきわめて困難であって、現在のところ、い
ずれの提言も期待どおりの効果を生み出し
ているとは言いがたい。そこで、東京外国語
大学における教育実践の経験を生かし、研究
成果を広く社会に還元すべく本研究を企画
することにした。 
一方、グローバル化が進んだ現代世界では、

国際理解教育に果たす歴史教育、とりわけ
「世界史」教育の役割はますます増大しつつ
ある。それゆえ、歴史的事実に基づいて世界
の中の日本の位置を理解する必要性も増し
ている。現行の高等学校の歴史教育の枠組み
に沿って考えれば、「日本史」と「世界史」
を接合させた歴史教育のあり方の再検討が
求められる所以である。日本を含む地域研究
の拠点である東京外国語大学の研究・教育実
践は、ここでも生かすことができるであろう。 
なお、本研究プロジェクトによって収集し

た各種アンケート、聴き取り調査等のデータ
は膨大な量にのぼり、諸般の事情も重なった
ため、この報告書作成時までに分析し尽くす
ことができなかった。今夏を目指して完成さ
せる予定である。 
 
４．研究成果 
 
 高等学校における「世界史」教育を中心と
する歴史教育の実態把握と、高校教員の「世
界史」教育に対する意識と取り組みを明らか
にするため、各種のアンケート調査と聞き取
り調査を実施した。また、研究会を５回、１
国際シンポジウムを１回開催した。 
 
(1)アンケート調査・聞き取り調査 
「東京外国語大学入学者「世界史」履修アン
ケート」では、主に新入生を対象とし、2013
年 10 月に 744 人、2014 年 4月に 733 人、2015
年 4 月に 669 人、合計 2146 人から回答を得
た。(2)「東京外国語大学海外事情研究所「夏
期世界史セミナー」参加者アンケート」では、
勤務校の記入があった回答が 2013 年 7 月に
59 人（55 校）、2014 年 7月に 40 人（32校）、
2015 年 7月に 13 人（13 校）、合計 112 人か
ら回答を得た。(3)「学生推薦高校教員アン
ケート」は、(1)の学生アンケートから判明
した高校教員を対象として実施し、2013 年度
61 人（59 校）2014 年 4 月度 48 人（48 校）
2015 年度 30 人（30 校）、合計 139 人から回
答を得た。(2)(3)のアンケートの回答者の中
から選び出した教員にはさらに聞き取り調
査を実施し、その数は 2013 年 10 月～2015 年
5月までに 93 人（80 校）にのぼった。 
 



(2)研究会（所属・肩書きは開催当事） 
①第1回研究会(2013年 7月 31日(水)東京外
国語大学海外事情研究所会議室) 
「教科書から考える高校世界史教育研究と
教育の架橋、山川出版社版『新世界史』をめ
ぐって」 
報告者:小田中直樹(東北大学) 
千葉敏之(東京外国語大学) 
②第 2 回研究会(2013 年 10 月 12 日(土)東京
外国語大学本郷サテライト 4階セミナー室) 
「「阪大史学」と「市民のための世界史」」 
報告者:桃木至朗氏(大阪大学) 
秋田茂氏(大阪大学) 
③第3回研究会(2014年 6月 28日(土)東京外
国語大学本郷サテライト 3階セミナー室) 
「グローバル化時代の歴史教育一用語の暗
記中心型から思考力育成型への転換」 
報告者:油井大三郎(東京女子大学) 
コメンテータ: 
加藤誠一郎(宮城県富谷高等学校) 
小島庄吾(鹿児島県立鶴丸高等学校) 
松本通孝(元・青山学院高等部、立正大学非
常勤講師) 
④第4回研究会(2015年 1月 25日(土)東京外
国語大学本郷サテライト 3階セミナー室) 
「世界史教科書との対話一東京書籍版『世界
史 B』をめぐって」 
問題提起:粟井俊彦(岡山県立岡山朝日高等
学校) 
岡田健一郎(長野県立長野高等学校) 
村田祐了(鴎友学園女了中学高等学校) 
リプライ:東京書籍版『世界史 B』執筆者 
山本秀行(こども教育宝仙大学学長、お茶の
水女子大学名誉教授) 
本村凌二(早稲田大学特任教授、東京大学名
誉教授) 
西浜吉晴(前神奈川県立大和高等学校) 
川島真(東京大学准教授) 
⑤第 5回研究会(2016 年 3.月 5日(土)東京外
国語大学海外事情研究所会議室) 
「韓国の歴史教科書国定化をめぐって」 
報告者 
キム・ジェオク(全南中学校、全国教職員労
働組合光州支部政策室長) 
キム・スンジュン(パンリム小学校、全国教
職員労働組合光州支部事務局長) 
ムン・ミラ(光州教育希望ネットワーク事務
局長、「歴史教科書国定化阻止光州市民対策
委員会」執行委員長) 
 
 (3)国際シンポジウム 
(2016 年 3 月 6 日(日)東京外国語大学府中キ
ャンパス 227 教室) 
国際シンポジウム「世界史教育の可能性」 
開会の挨拶金井光太朗(東京外国語大学/研
究プロジェクト代表) 
第 1部 10:00～12:00 
「市民教育としての社会科」 
報告:青木建一郎(福井県立藤島高等学校) 
コメント:金井光太朗(東京外国語大学) 

第 2部 13:00～15:00 
「韓国の世界史教育と教科書国定化が及ぶ
影響」(仮題) 
報告:キム・ジェオク(大韓民国光州広域市全
南中学校) 
コメント:君島和彦(東京学芸大学名誉教授) 
第 3部 15:15～17:00 
「高校における世界史教育に関する調査結
果報告」 
報告:鈴木茂(東京外国語大学) 
コメント:小島昌吾(鹿児島県立出水高等学
校) 
吉嶺茂樹(北海道立友朋高等学校) 
 本研究プロジェクトの総括として開催し
たこの国際シンポジウムでは、第一部で独自
教材の開発と利用を通した、高校における実
践例をめぐって議論し、「世界史」を軸とし
て市民教育の可能性が確認できた。第２部で
は、韓国における教科書国定化の動きをめぐ
って歴史教科書の編纂と選定、利用をめぐる
諸問題を議論し、教科書・教材を通した歴史
教育の国際比較の必要性が確認された。 
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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